
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年

4
月
1
日
に
上
富
・
北

永
井
・
藤
久
保
・
竹
間

沢
の
四
か
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

三
芳
町
の
前
身
、
三
芳
村
。
平
安
時

代
の
歌
物
語
『
伊
勢
物
語
』
に
登
場

す
る
「
入
間
郡
み
よ
し
野
の
里
」
か

ら
地
名
を
と
っ
た
こ
の
村
は
、
誕
生

か
ら
81
年
後
の
昭
和
45（
１
９
７
０
）

年
11
月
3
日
、
新
た
な
躍
進
を
願
っ

て
町
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
三
芳
」
町
制
施
行
か
ら

50
年
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

農
村
か
ら
町
へ

　
50
年
―
―
。
半
世
紀
と
い
う
長
い

年
月
で
、
三
芳
の
街
並
み
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
50
年
前
の
三
芳
は
人
口
1
万
2
千

人
余
り
で
、
村
域
の
8
割
以
上
を
農

地
と
山
林
が
占
め
る
農
村
で
し
た
。

現
在
の
人
口
は
約
3
万
8
千
人
で
、

農
地
と
山
林
の
面
積
は
約
5
割
。
田

園
風
景
が
広
が
る
自
然
と
、
都
市
機

能
が
調
和
し
東
京
か
ら
一
番
近
い
町

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
代
都
市
を
め
ざ
し
て

　
「
調
和
と
秩
序
の
保
た
れ
た
明
る

い
健
康
な
近
代
都
市
と
し
て
の
町
作

り
に
、
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
参
り

た
い
」。
50
年
前
に
発
行
さ
れ
た『
町

制
施
行
み
よ
し
』
で
の
町
長
の
あ
い

さ
つ
の
言
葉
で
す
。

　
そ
の
言
葉
の
通
り
、
三
芳
町
は
公

共
施
設
や
水
道
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
道
路
環
境
の
改
善
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
を
住
民
と
協
働
で
続
け
、

近
代
都
市
へ
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
三
芳
町
の
姿
は
、
先
人

の
着
実
な
歩
み
が
あ
っ
て
こ
そ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
制
施
行
50
年
を
迎
え
る
今
月
号

の
特
集
は
「
三
芳
半
世
紀
の
軌
跡
」。

農
村
の
街
並
み
か
ら
現
在
の
三
芳
町

に
な
る
ま
で
の
先
人
の
歩
み
、
三
芳
の

軌
跡
を
昔
の
写
真
と
共
に
振
り
返
り
、

こ
の
町
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。
■

広源寺

藤久保
交差点

広源寺
藤久保
交差点

三芳　　　の軌跡半世紀

農協

イムス三芳
総合病院

『町制施行 みよし』(1970 年 )  

【写真】浄水場の配水塔から藤久保交差点方向を望む（上）1970 年（下）2020 年

上
かみとめ

富

町制施行を記念して作成された三芳で最初の町勢要覧です。
町勢要覧とは、町の行政・産業・教育などの情報をコンパクト
にまとめた資料です。当時の状況が写真や具体的な数値とと
もに掲載されています。

北
き た な が い

永井

藤
ふ じ く ぼ

久保

竹
ち く ま ざ わ

間沢

特集

旧 4 か村 地名の由来

『論語 子路篇』の「曰之富、曰既富矣」（曰く、これを富
まさん。曰く、すでに富めり。）から引用して命名されま
した。地域全体が埼玉県の旧跡に指定されています。

南北に長い「長井村」が「永井村」に変わり、南（所
沢市南永井）と北（北永井）に分かれたことが由来です。

地内の窪地（民間プール施設周辺）に大きな藤
の木が生えていたことが由来とされています。

始めに集落ができた場所に竹林の間に水が湧
く沢があったことから竹間沢となりました。

1969 年

12％

28％

58％

37％

9％

30％

その他15%

2019 年

9％

畑

山林

宅地

2.5 倍 雑種地

変わってきた。土地の使われ方

町制施行以前の 1969 年に三芳町の半分以上を占め
ていた畑は、約 50 年後の 2019 年に 37％まで減少
しました。一方で、宅地は人口増加に伴い 12％から
30％へ増加。この50年で大きく都市化が進みました。

（出典：町勢要覧・統計みよし）
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